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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記憶性液晶でなる画素を行及び列方向に複数配置して画像を表示する表示画面と、
　前記表示画面に表示されている画像を画素の行を単位にして書き換える表示制御手段と
、を備える画像表示装置であって、
　前記表示制御手段は、前記表示画面の上端または下端の行に現在表示されている第１の
画像に続く画像であって、現在表示されていない第２の画像を表示する場合、当該第２の
画像を、前記第１の画像が表示されている端部と異なる側の端部に所定の行数分表示させ
ると共に、前記第２の画像と、前記第２の画像と共に表示され、かつ前記第２の画像より
も先に表示されていた画像との境界を示す画像と、を表示させることを特徴とする画像表
示装置。
【請求項２】
　前記第２の画像を、前記第１の画像が表示されている端部と異なる側の端部に表示させ
た後、さらに第２の画像に続く画像であって、現在表示されていない第３の画像を表示す
る場合、前記表示制御手段は、当該第３の画像を、前記第２の画像と隣接させながら第１
の画像が表示されている端部に向かい、所定の行数ごとに順次表示させることを特徴とす
る請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　記憶性液晶でなる画素を行及び列方向に複数配置して画像を表示する表示画面に表示さ
れている画像を画素の行を単位にして書き換え可能な画像表示装置において、画像の表示
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を制御する表示制御方法であって、
　前記表示画面の上端または下端の行に現在表示されている第１の画像に続く画像であっ
て、現在表示されていない第２の画像の表示の指示を受け付けるスクロール指示受付ステ
ップと、
　前記スクロール指示受付ステップにおいて第２の画像表示の指示を受け付けた場合、前
記第２の画像を、前記第１の画像が表示されている端部と異なる側の端部に所定の行数だ
け表示させる第１のスクロール表示ステップと、
　前記第１のスクロール表示ステップにおいて表示された第２の画像に続く画像であって
、現在表示されていない第３の画像を表示する場合、当該第３の画像を、前記第２の画像
と隣接させながら第１の画像が表示されている端部に向かい、所定の行数ごとに順次表示
させる第２のスクロール表示ステップと、
　を含むことを特徴とする表示制御方法。
【請求項４】
　記憶性液晶でなる画素を行及び列方向に複数配置して画像を表示する表示画面に表示さ
れている画像を画素の行を単位にして書き換え可能な画像表示装置において、画像の表示
を制御する表示制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラムであって、
　前記表示画面の上端または下端の行に現在表示されている第１の画像に続く画像であっ
て、現在表示されていない第２の画像の表示の指示を受け付けるスクロール指示受付ステ
ップと、
　前記スクロール指示受付ステップにおいて第２の画像表示の指示を受け付けた場合、前
記第２の画像を、前記第１の画像が表示されている端部と異なる側の端部に所定の行数分
表示させる第１のスクロール表示ステップと、
　前記第１のスクロール表示ステップにおいて表示された第２の画像に続く画像であって
、
現在表示されていない第３の画像を表示する場合、当該第３の画像を、前記第２の画像と
隣接させながら第１の画像が表示されている端部に向かい、所定の行数ごとに順次表示さ
せる第２のスクロール表示ステップと、
　を含むことを特徴とする表示制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像表示装置、表示制御方法及びその方法をコンピュータに実行させるため
のプログラムにかかり、特に記憶性液晶を使って画像を表示させる画像表示装置、画像表
示装置の表示制御方法及びその方法をコンピュータに実行させるためのプログラムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　現在、記憶性液晶を使ったディスプレイを備える画像表示装置が実用化されている。記
憶性液晶のディスプレイは、いったん表示された画像を電力の供給を受けることなく維持
することが可能であることから、省電力化、小型・軽量化の要望の強い電子書籍のビュー
アとして注目されている。
　ただし、記憶性液晶を使ったディスプレイは、非記憶性の液晶ディスプレイに比べて書
き替えの速度が低い。このため、表示されている文書の画像等をスクロール、あるいは改
ページする場合、画像の書き替えにかかる時間が比較的長く、非記憶性の液晶ディスプレ
イよりも応答性の点で劣ることになる。
【０００３】
　ディスプレイのスクロールにかかる時間をより短縮するための従来技術としては、例え
ば、特許文献１、特許文献２が挙げられる。特許文献１は、表示の対象となる画像のデー
タを分割してバッファメモリに記憶しておき、バッファメモリからデータを読み出すこと
によってデータの転送速度を高めるものである。
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　また、特許文献２は、地図の画像を表示することを想定してなされたものであって、デ
ィスプレイに分割された画像を表示させ、必要な画像だけをスクロールさせるものである
。
【特許文献１】特開平５－０１９７４３号公報
【特許文献２】特開平５－２４９８８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記した従来技術は、いずれも記憶性液晶のディスプレイを想定してな
されたものでなく、一般的なディスプレイのスクロールの速度を高めるためになされた発
明である。このため、記憶性液晶の物性に起因する書き速度を非記憶性のディスプレイと
同程度に高めるほどの効果を得られるものではない。
　本発明は、このような点に鑑みてなされたものであって、記憶性液晶を使ったディスプ
レイにあっても高速に画面をスクロールし、充分な応答性が得られる画像表示装置、表示
制御方法及びその方法をコンピュータに実行させるためのプログラムを提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以上の課題を解決するため、本発明の画像表示装置は、記憶性液晶でなる画素を行及び
列方向に複数配置して画像を表示する表示画面と、前記表示画面に表示されている画像を
画素の行を単位にして書き換える表示制御手段と、を備える画像表示装置であって、前記
表示制御手段は、前記表示画面の上端または下端の行に現在表示されている第１の画像に
続く画像であって、現在表示されていない第２の画像を表示する場合、当該第２の画像を
、前記第１の画像が表示されている端部と異なる側の端部に所定の行数分表示させること
を特徴とする。
【０００６】
　このような発明によれば、記憶性液晶でなる画素を行及び列方向に複数配置して画像を
表示する表示画面に表示されている画像を画素の行を単位にして書き換える表示制御手段
が、表示画面の上端または下端の行に現在表示されている第１の画像に続く画像であって
、現在表示されていない第２の画像を表示する場合、この第２の画像を、第１の画像が表
示されている端部と異なる側の端部に所定の行数分表示させることができる。
【０００７】
　本発明は、表示画面に現在表示されている画像の端部の行に続く画像を、この端部の画
像と反対の端部に表示することができる。このような構成は、文書画像を所定の行数分だ
け書き替えることによって一般のスクロールと同様に次の行を表示させることができ、記
憶性液晶の表示画面を高速にスクロールできるものといえる。また、このような構成によ
り、本発明は、充分な応答性が得られる画像表示装置を提供することができる。
【０００８】
　また、本発明の画像表示装置は、前記第２の画像を、前記第１の画像が表示されている
端部と異なる側の端部に表示させた後、さらに第２の画像に続く画像であって、現在表示
されていない第３の画像を表示する場合、前記表示制御手段は、当該第３の画像を、前記
第２の画像と隣接させながら第１の画像が表示されている端部に向かい、所定の行数ごと
に順次表示させることを特徴とする。
【０００９】
　このような発明によれば、さらに第２の画像に続く画像であって、現在表示されていな
い第３の画像を表示する場合、先に表示されていた画像を書き替えることなく新たな画像
を順次連続して表示させるので、新たな画像の書き替えにあっても画像を所定の行数分書
き替えればよく、記憶性液晶の表示画面を高速にスクロールすることができる。
　また、本発明の画像表示装置は、前記表示制御手段は、所定の行数分の新たな画像を表
示する際、新たな画像と共に先に表示されていた画像との境界を示す画像を表示させるこ
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とを特徴とする。
【００１０】
　このような発明によれば、新たに表示された所定の行数分の画像と先に表示されていた
画像との境界を明示して表示画面における画像の視認性を高めることができる。
　また、本発明の表示制御方法は、記憶性液晶でなる画素を行及び列方向に複数配置して
画像を表示する表示画面に表示されている画像を画素の行を単位にして書き換え可能な画
像表示装置において、画像の表示を制御する表示制御方法であって、前記表示画面の上端
または下端の行に現在表示されている第１の画像に続く画像であって、現在表示されてい
ない第２の画像の表示の指示を受け付けるスクロール指示受付ステップと、前記スクロー
ル指示受付ステップにおいて第２の画像表示の指示を受け付けた場合、前記第２の画像を
、前記第１の画像が表示されている端部と異なる側の端部に所定の行数だけ表示させる第
１のスクロール表示ステップと、前記第１のスクロール表示ステップにおいて表示された
第２の画像に続く画像であって、現在表示されていない第３の画像を表示する場合、当該
第３の画像を、前記第２の画像と隣接させながら第１の画像が表示されている端部に向か
い、所定の行数ごとに順次表示させる第２のスクロール表示ステップと、を含むことを特
徴とする。
【００１１】
　このような発明によれば、記憶性液晶でなる画素を行及び列方向に複数配置して画像を
表示する表示画面に表示されている画像を画素の行を単位にして書き換え可能な画像表示
装置において、表示画面の上端または下端の行に現在表示されている第１の画像に続く画
像であって、現在表示されていない第２の画像を表示する場合、この第２の画像を、第１
の画像が表示されている端部と異なる側の端部に所定の行数分表示させることができる。
【００１２】
　本発明は、表示画面に現在表示されている画像の端部の行に続く画像を、この端部の画
像と反対の端部に表示することができる。また、さらに新たな画像を表示する場合、先に
表示されていた画像を書き替えることなく新たな画像を順次連続して表示させるので、新
たな画像の書き替えにあっても画像を所定の行数分書き替えればよい。このような構成は
、文書画像を所定の行数分だけ書き替えることによって一般のスクロールと同様に次の行
を表示させることができ、記憶性液晶の表示画面を高速にスクロールできるものといえる
。また、このような構成により、本発明は、充分な応答性が得られる表示制御方法を提供
することができる。
【００１３】
　また、本発明の表示制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラムは、記憶性
液晶でなる画素を行及び列方向に複数配置して画像を表示する表示画面に表示されている
画像を画素の行を単位にして書き換え可能な画像表示装置において、画像の表示を制御す
る表示制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラムであって、前記表示画面の
上端または下端の行に現在表示されている第１の画像に続く画像であって、現在表示され
ていない第２の画像の表示の指示を受け付けるスクロール指示受付ステップと、前記スク
ロール指示受付ステップにおいて第２の画像表示の指示を受け付けた場合、前記第２の画
像を、前記第１の画像が表示されている端部と異なる側の端部に所定の行数分表示させる
第１のスクロール表示ステップと、前記第１のスクロール表示ステップにおいて表示され
た第２の画像に続く画像であって、現在表示されていない第３の画像を表示する場合、当
該第３の画像を、前記第２の画像と隣接させながら第１の画像が表示されている端部に向
かい、所定の行数ごとに順次表示させる第２のスクロール表示ステップと、を含むことを
特徴とする。
【００１４】
　このような発明によれば、記憶性液晶でなる画素を行及び列方向に複数配置して画像を
表示する表示画面に表示されている画像を画素の行を単位にして書き換え可能な画像表示
装置において、表示画面の上端または下端の行に現在表示されている第１の画像に続く画
像であって、現在表示されていない第２の画像を表示する場合、この第２の画像を、第１
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の画像が表示されている端部と異なる側の端部に所定の行数分表示させることができる。
【００１５】
　本発明は、表示画面に現在表示されている画像の端部の行に続く画像を、この端部の画
像と反対の端部に表示することができる。また、さらに新たな画像を表示する場合、先に
表示されていた画像を書き替えることなく新たな画像を順次連続して表示させるので、新
たな画像の書き替えにあっても画像を所定の行数分書き替えればよい。このような構成は
、文書画像を所定の行数分だけ書き替えることによって一般のスクロールと同様に次の行
を表示させることができ、記憶性液晶の表示画面を高速にスクロールできるものといえる
。また、このような構成により、本発明は、充分な応答性が得られる表示制御方法をコン
ピュータに実行させるためのプログラムを提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図を参照して本発明の一実施形態にかかる画像表示装置、表示制御方法及びその
方法をコンピュータに実行させるためのプログラムを説明する。
　図１は、本実施形態の画像表示装置の外観を示した図である。画像表示装置は、記憶性
液晶のディスプレイ１０１を有する薄型のビューアとして構成されている。画像表示装置
は、ディスプレイ１０１に表示されている画像をスクロールする、あるいは画像の表示範
囲を変更する十字キー１０３、現在表示されているページを前ページまたは次ページに改
ページするカーソルキー１０２ａ、１０２ｂを備えている。十字キー１０３、カーソルキ
ー１０２ａ、１０２ｂは、指示した操作内容の確定等に使用される確定キー１０４ａ、１
０４ｂと共に操作部１０５を構成する。
【００１７】
　図２は、図１に示した画像表示装置のブロック図である。本実施形態の画像表示装置は
、画像表示装置を統括的に制御するＣＰＵ（Central Processing Unit）２０１を備えて
いる。ＣＰＵ２０１は、画像表示装置に装着されたメモリカード２０８からメモリカード
コントローラ２０７によって読み出されたコンテンツのデータを処理し、表示装置コント
ローラ２０４に渡す。
【００１８】
　表示装置コントローラ２０４は、ＣＰＵ２０１が処理したデータに基づいてディスプレ
イ１０１を駆動して画像を描画する。描画された画像の書き換えは、操作部１０５を介し
て入力されるユーザの指示にしたがって行われる。
　また、本実施形態の画像表示装置は、ＣＰＵ２０１の処理に必要なデータやプログラム
が保存されているフラッシュＲＯＭ（ＦＬＡＳＨ　ＲＯＭ）２０２、ＣＰＵ２０１のワー
クメモリ等としても機能するメモリ２０６を備えている。さらに、通信装置２１１を備え
、通信コントローラ２０５を介して他の装置と通信し、通信によって得られたデータをも
ディスプレイ１０１に表示することができる。
【００１９】
　以上の構成は、バスによって相互に接続されていて、バスはバスコントローラ２１０に
よって制御されている。
　図３は、ディスプレイ１０１及び表示装置コントローラ２０４の構成をより詳細に説明
するための図である。表示装置コントローラ２０４は、走査制御部２０４ａ、ゲートドラ
イバ２０４ｂ、ソースドライバ２０４ｃでなる。ディスプレイ１０１は、コレステリック
液晶を用いた表示体であって、ゲートドライバ２０４ｂ、ソースドライバ２０４ｃによっ
て駆動される電極を備えている。
【００２０】
　ゲートドライバ２０４ｂによって駆動される電極と、ソースドライバ２０４ｃによって
駆動される電極とは、互いに直行する方向に延び、両者の交点にある素子がオンした場合
、素子に対応する画素の反射率が変化して画像を形成する。本実施形態は、このようなデ
ィスプレイ１０１の書き替えにあたり、走査制御部２０４ａがゲートドライバ２０４ｂを
制御して行を単位としてディスプレイを書き替えることが可能である。
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【００２１】
　すなわち、ゲートドライバ２０４ｂは、ディスプレイ１０１の行方向に延びる電極を駆
動し、ソースドライバ２０４は、ディスプレイ１０１の列方向に延びる電極を駆動する。
走査制御部２０４ａは、ゲートドライバ２０４ｂを制御して電極を所定の数ごとに駆動さ
せ、ディスプレイ１０１をライン単位で書き替えることができる。このような走査制御部
２０４ａは、ディスプレイ１０１に表示されている画像を画素の行を単位にして書き換え
る表示制御手段として機能する。
【００２２】
　図４は、電極とラインとの関係を説明するための図である。本実施形態では、ディスプ
レイ１０１の１行を２０本の電極によって駆動する。例えば、ディスプレイ１０１の１行
は、Ｙ1、Ｙ2、Ｙ３、・・・Ｙ２０の２０本の電極を用いて駆動されている。また、ディ
スプレイ１０１のｎ行は、Ｙn、Ｙn+１、Ｙn+２、・・・、Ｙn+19の２０本の電極を用い
て駆動されている。
【００２３】
　走査制御部２０４ａは、ディスプレイ１０１を１行ごとに書き替える場合、この行を駆
動する２０本の電極だけをゲートドライバ２０４ｂに駆動させる。また、２行ごとに書き
替える場合、この２行を駆動する合計４０本の電極だけをゲートドライバ２０４ｂに駆動
させる。
　本実施形態の画像表示装置では、走査制御部２０４ａが、ユーザが十字キー１０３を操
作してディスプレイ１０１の上端または下端の行に現在表示されている第１の画像（行画
像）に続く画像であって、現在表示されていない第２の行画像を表示する場合、第２の行
画像を第１の行画像が表示されている端部と異なる側の端部に所定の行数分表示させる。
このような動作を、図５、図６を用いて以下に説明する。
【００２４】
　なお、メモリカード２０８に保存されているコンテンツとしては、画像データと文字コ
ードを主体とした文書データ、ＸＭＬやＰＤＦのような構造化文書データが考えられる。
本実施形態では、このようなコンテンツのうち文書データを例にしてスクロールの動作を
説明する。ただし、本実施形態は、文書データに適用されることに限定されるものでなく
、画像データ等にも適用可能であることは言うまでもない。
【００２５】
　図５（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）は、ディスプレイ１０１に現在表示されている文
書を示す画像（文書画像）のさらに上方の文書画像を表示させるための処理（上スクロー
ル）を説明するための図である。図５（ａ）は、スクロール前に表示されている文書画像
を示している。（ｂ）は、（ａ）に示した文書画像を表示している画像表示装置に対し、
ユーザが十字キー１０３の上方向を示す部分を１回押下して１行分上スクロールしたとき
に表示される文書画像を示している。
【００２６】
　１行分上スクロールした場合、本実施形態の画像表示装置では、ディスプレイ１０１の
上端に現在表示されている２４行目の行画像に続く画像であって、現在表示されていない
２３行目の行画像を表示する。このとき、本実施形態では、２３行目の行画像が２４行目
の行画像が表示されている上端部と異なる側の下端部に表示される（図５（ｂ））。
　また、走査制御部２０４ａは、２４行目の行画像と共に、先に表示されていた画像（図
５（ｂ）では４４行目の行画像）との境界を示す画像である区切線画像５０１を表示させ
る。
【００２７】
　図５（ｃ）は、ユーザが、さらに十字キー１０３の上方向を示す部分を２１回押下して
２１行分上スクロールしたときに表示される文書画像を示している。走査制御部２０４ａ
は、２３行目の行画像を下端の行に表示させた後、さらに２３行目の行画像に続く行画像
であって、現在表示されていない２２行目の行画像を表示する場合、２２行目の行画像を
２３行目の行画像と隣接させながら２４行目の行画像が表示されている上端部に向かい、
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所定の行数ごとに順次表示させる。
【００２８】
　このような動作を２１回繰り返したことにより、本実施形態の画像表示装置は、ディス
プレイ１０１に図５（ｃ）に示した文書画像を表示することになる。
　図５（ｃ）に示した文書画像は、さらに１回上スクロールの操作をすることによって区
切線画像５０１がない図５（ｄ）に示す文書画像になる。
　また、図６（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）は、ディスプレイ１０１に現在表示されて
いる文書を示す画像（文書画像）のさらに下方の文書画像を表示させるための処理（下ス
クロール）を説明するための図である。図６（ａ）は、スクロール前に表示されている文
書画像を示している。（ｂ）は、（ａ）に示した文書画像を表示している画像表示装置に
対し、ユーザが十字キー１０３の下方向を示す部分を１回押下して１行分下スクロールし
たときに表示される文書画像を示している。
【００２９】
　１行分下スクロールした場合、本実施形態の画像表示装置では、ディスプレイ１０１の
下端に現在表示されている２３行目の行画像に続く画像であって、現在表示されていない
２４行目の行画像を表示する。このとき、本実施形態では、２４行目の行画像が２３行目
の行画像が表示されている下端部と異なる側の上端部に表示される（図６（ｂ））。
　また、走査制御部２０４ａは、２４行目の行画像と共に、先に表示されていた画像（図
６（ｂ）では３行目の行画像）との境界を示す画像である区切線画像５０１を表示させる
。
【００３０】
　図６（ｃ）は、ユーザが、さらに十字キー１０３の下方向を示す部分を２１回押下して
２１行分下スクロールしたときに表示される文書画像を示している。走査制御部２０４ａ
は、２４行目の行画像を上端の行に表示させた後、さらに２４行目の行画像に続く行画像
であって、現在表示されていない２５行目の行画像を表示する場合、２５行目の行画像を
２４行目の行画像と隣接させながら２３行目が表示されている下端部に向かって順次表示
させる。このような動作を２１回繰り返したことにより、本実施形態の画像表示装置は、
ディスプレイ１０１に図６（ｃ）に示した文書画像を表示することになる。
【００３１】
　図６（ｃ）に示した文書画像は、さらに１回下スクロールの操作をすることによって区
切線画像５０１がない図６（ｄ）に示す文書画像になる。
　以上述べた本実施形態は、一般的なスクロールのようにスクロール操作する間繰り返し
ディスプレイ１０１の全面を書き替えることがない。このため、より短時間のうちに現在
表示されている文書の上または下の文書画像を表示させることができる。
【００３２】
　また、本実施形態は、新たに文書画像を表示させる場合、新たな文書画像を連続する文
書画像と異なる側の端部に配置させる。そして、文書画像をさらに連続して表示させる場
合にも、直前に表示された文書画像に連続させて新たな文書画像を表示する。このため、
ユーザは、新たに表示された文書画像を、この文書画像と連続する文書画像と共にディス
プレイ１０１上で見ることができる。この点は、ユーザの文書の理解を助け、スクロール
にかかる再操作回数を低減して画像表示装置の操作性を高めることができる。
【００３３】
　また、本実施形態は、新たに表示された文書画像と以前に表示されていた文書画像との
間に区切線画像５０１を表示させている。このため、新たに表示された文書画像の位置を
明示し、ディスプレイ１０１における文書画像の視認性を高めることができる。
　また、本実施形態は、構造化された文書データを取り扱う場合、現在表示されている文
書画像の上下数行分の文書画像を生成するデータを文書構造に基づいて作成し、スクロー
ルの指示がなされる以前にメモリ等にキャッシュしておくことも可能である。このように
した場合、文書画像作成の時間が実質的に短縮できるため、さらに高速なスクロールが可
能となる。
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【００３４】
　より具体的には、本実施形態は、以下のようなシステムに適用した場合、以下の効果を
得ることができる。
（想定するシステム）
　ディスプレイの大きさ　８００×６００（ＳＶＧＡ）
　1ライン描画時間　　　１ｍｓｅｃ
　スクロールを行う単位　２０ライン
　従来のスクロール方法で縦方向のスクロールを行った場合には、画面書き換えのみで８
００（ライン）×１（ｍｓｅｃ）＝８００ｍｓｅｃの時間を必要とする。一方、本実施形
態のように行単位で文書画像を書き替えてスクロールした場合、２０（ライン）×１（ｍ
ｓｅｃ）＝２０ｍｓｅｃの時間で書き換えが完了する。
【００３５】
　なお、本実施形態は、以上述べた実施形態に限定されるものではない。すなわち、本実
施形態では、新たに表示された文書画像と先に表示されていた文書画像との境界を示す画
像として区切線画像５０１を採用した。区切線画像５０１は、走査制御部２０４ａが行方
向に延びる電極を所定の数駆動することによって表示できるため、本実施形態においては
境界線を簡易に示すことができる。しかし、本実施形態は、境界線をどのような画像によ
って表示するものであってもよい。
【００３６】
　また、本実施形態は、電極を２０本単位に駆動させ、新たな文書画像を１行単位に表示
させるものとした。しかし、本実施形態は、このような構成に限定されるものでなく、任
意の行数ごとにディスプレイ１０１を書き替えて文書画像を表示するものであってもよい
。さらに、１行分の画素の反射率を変化させる電極は２０本に限定されるものでなく、何
本であってもよい。
【００３７】
　図７、図８は、以上述べた本実施形態の画像表示装置装置においてなされる画像表示方
法を説明するためのフローチャートであって、いずれもＣＰＵ２０１によって実行される
。また、図７は、上スクロールの方法を説明するためのフローチャートであって、図８は
、下スクロールの方法を説明するためのフローチャートである。
　図７に示した上スクロールは、操作部１０５を介してなされるユーザの上スクロールの
指示によって開始する。上スクロールの開始後、ＣＰＵ１０１は、ディスプレイ１０１に
おける区切線画像５０１の位置（Ｎ行目であるか）を把握する（Ｓ７０１）。ステップＳ
７０１の判断の結果、区切線画像５０１がないと判断された場合（Ｎ＝０）、ディスプレ
イ１０１の下端にある最終行と最終行の１つ上にある行（最終行－１行目）に位置する電
極（走査線）を走査制御部２０４ａに選択させる（Ｓ７０２）。
【００３８】
　続いて、走査制御部２０４ａは、ＣＰＵ２０１の制御により、選択された電極上にある
画素をリセットする（Ｓ７０３）。そして、最終行に上端部にある行の前行の文字画像を
表示し、最終行－１行目に区切線画像５０１を表示する（Ｓ７０４）。
　ステップＳ７０１の判断において、区切線画像５０１が１行目あると判断された場合（
Ｎ＝１）、ＣＰＵ１０１は、ディスプレイ１０１の１行目に位置する電極（走査線）を走
査制御部２０４ａに選択させる（Ｓ７０５）。続いて、走査制御部２０４ａは、ＣＰＵ２
０１の制御により、選択された電極上にある画素をリセットし（Ｓ７０６）、１行目に新
たな文書画像を表示させる（Ｓ７０７）。
【００３９】
　また、ステップＳ７０１の判断において、区切線画像５０１が１行目以外の行にあると
判断された場合（上記以外）、ＣＰＵ１０１は、ディスプレイ１０１のＮ行目とＮ行目の
１つ上にある行（Ｎ－１行目）に位置する電極（走査線）を走査制御部２０４ａに選択さ
せる（Ｓ７０８）。そして、ＣＰＵ２０１の制御により、選択された電極上にある画素を
リセットし（Ｓ７０９）、Ｎ－１行目に新たな文字画像を表示し、Ｎ行目に区切線画像５
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０１を表示する（Ｓ７１０）。
【００４０】
　以上の処理の後、上スクロール処理が終了する。
　図８に示した下スクロールは、操作部１０５を介してなされるユーザの下スクロールの
指示によって開始する。下スクロールの開始後、ＣＰＵ１０１は、ディスプレイ１０１に
おける区切線画像５０１の位置（Ｎ行目であるか）を把握する（Ｓ８０１）。ステップＳ
８０１の判断の結果、区切線画像５０１がないと判断された場合（Ｎ＝０）、ディスプレ
イ１０１の上端にある１行目と１行目の１つ下にある２行目に位置する電極（走査線）を
走査制御部２０４ａに選択させる（Ｓ８０２）。
【００４１】
　続いて、走査制御部２０４ａは、ＣＰＵ２０１の制御により、選択された電極上にある
画素をリセットする（Ｓ８０３）。そして、１行目に下端部にある行の次行の文字画像を
表示し、２行目に区切線画像５０１を表示する（Ｓ８０４）。
　また、ステップＳ８０１の判断において、区切線画像５０１が最終行あると判断された
場合（Ｎ＝最終行）、ＣＰＵ１０１は、ディスプレイ１０１の最終行に位置する電極（走
査線）を走査制御部２０４ａに選択させる（Ｓ８０５）。続いて、走査制御部２０４ａは
、ＣＰＵ２０１の制御により、選択された電極上にある画素をリセットし（Ｓ８０６）、
最終行に新たな文書画像を表示させる（Ｓ８０７）。
【００４２】
　また、ステップＳ８０１の判断において、区切線画像５０１が最終行以外の行にあると
判断された場合（上記以外）、ＣＰＵ１０１は、ディスプレイ１０１のＮ行目とＮ行目の
１つ下にある行（Ｎ＋１行目）に位置する電極（走査線）を走査制御部２０４ａに選択さ
せる（Ｓ８０８）。そして、ＣＰＵ２０１の制御により、選択された電極上にある画素を
リセットし（Ｓ８０９）、Ｎ１行目に新たな文字画像を表示し、Ｎ＋１行目に区切線画像
５０１を表示する（Ｓ７１０）。
【００４３】
　以上の処理の後、下スクロール処理が終了する。
　なお、以上述べた本実施形態の画像表示方法をコンピュータに実行させるプログラムは
、インストール可能な形式または実行可能な形式のファイルでＣＤ－ＲＯＭ、フロッピー
（登録商標）ディスク（ＦＤ）、ＤＶＤ等のコンピュータで読み取り可能な記録媒体に記
録されて提供される。また、本実施形態の画像表示方法をコンピュータに実行させるプロ
グラムを、インターネット等のネットワークに接続されたコンピュータ上に格納し、ネッ
トワーク経由でダウンロードさせることにより提供するように構成しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の一実施形態の画像表示装置の外観を示した図である。
【図２】図１に示した画像表示装置のブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態のディスプレイ及び表示装置コントローラの構成をより詳細
に説明するための図である。
【図４】図３に示した電極とラインとの関係を説明するための図である。
【図５】本発明の一実施形態の上スクロールを説明するための図である。
【図６】本発明の一実施形態の下スクロールを説明するための図である。
【図７】本発明の一実施形態の上スクロールを説明するためのフローチャートである。
【図８】本発明の一実施形態の下スクロールを説明するためのフローチャートである。
【符号の説明】
【００４５】
１０１　ディスプレイ、１０２ａ，１０２ｂ　カーソルキー、１０３　十字キー、１０４
ａ，１０４ｂ　確定キー，１０５　操作部、２０４ａ　走査制御部、２０４ｂ　ゲートド
ライバ、２０４ｃ　ソースドライバ、２０４　表示装置コントローラ、２０５　通信コン
トローラ、２０６　メモリ、２０８　メモリカード、２０７　メモリカードコントローラ
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种即使在使用存储器液晶的显示器的情况下也能
够通过高速滚动屏幕来获得足够响应的图像显示装置。解决方案：图像
显示装置具有显示器101，该显示器101包括在行和列方向上布置由存储
器液晶组成的多个像素以显示图像，以及用于重写在显示器101上显示的
图像的扫描控制部分204a。一排像素。在显示当前显示在显示器101的
上端或下端行上的行图像的行图像但是当前不显示的行图像的情况下，
CPU 201控制行图像以显示规定的行数在上端或下端行上，该上端或下
端行是当前显示行图像的端部的不同侧。 Ž
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